
提出された意見とその意見に対する土浦市議会の考え方

No. 意 見 土浦市議会の考え方 基本条例(素案)の修正

1

（第８条）
ここで定められた内容に基づく議
員の活動内容が，十分になされて
いない場合に罰則を設けるか，活
動に対して意見を申し立てる機関
の設置などを盛り込んだ付則を付
けてほしい。市民の声が届きやす
い形を取るべきであると思います。

　議員がこの活動原則を遵守する
ために，第２０条 第１項に定めてい
るように研修を行うこととしておりま
す。
　また，第２５条 第１項及び第２項
において，この条例の目標達成に
ついての検証とその結果に基づい
て，条例改正を含む適切な措置を
講じることとしております。
　なお，規定している活動原則に反
しているか否かを見極めることは困
難であるとともに，「原則」とは「義
務」と異なることから罰則を設けるこ
とはできないと解せられます。

2

（第１３条）
「議会報告会」の名称を「議会報
告及び意見交換会」として，会の
内容を正確に知らせることにより，
より多くの市民が興味をもって参
加することと思います。

議会報告会については，議会報告
会実施要項を策定し，それに従い
運営していきます。
「開かれた議会」を目指す上でご意
見の趣旨は理解できることから，市
民が興味を持てるよう工夫して参り
ます。

3

（第１４条 第２項）
本会議の一般質問は全て一問一
答方式で行っていただきたい。
これは質問即答弁が行われること
により，論点が明確になり傍聴して
いる市民にも解り易いためである。

　論点を明確にするためには一問
一答方式が望ましいが，意思決定
機関である議会において，議会運
営に過誤が生じてはならないことか
ら慎重に運用すべきです。したがっ
て，最初から全てを一問一答方式
にするのではなく，選択制としまし
た。
　両方式を併用している先進地に
おいては，運用していく中で大半が
一問一答方式に移行している様子
なので，本市議会においてもそのよ
うになっていくものと考えています。

4

（第１６条 第１項）
市長の提案説明の項目に「関係あ
る法令及び条例等」を追加して，
提案の根拠をより明確にしていた
だきたい。

ご意見の内容は，第１号の「政策等
の提案に至った背景」に包含され
ていると解しておりましたが，より分
かりやすくするために新たに追加す
ることとします。

第４号として「関係法
令及び条例等」を追
加し，第４号から第６
号を繰り下げます。

5

（第１９条）
政策討論会を公開して，重要な政
策や課題がどのような討論を経
て，政策立案・提言に至るかを市
民が知る機会を作っていただきた
い。

第１２条（会議等の公開）において
「その他の会議についても公開に
努めるものとする。」と定めているこ
とから，非公開にすべき案件を除き
公開されるものと考えます。
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6

（第２３条 第２項）
議員の定数などについて，市民の
意見を参考にしてと書かれている
が，果たして市民の意見がどの程
度取り入れられているのか，市民
の気持ちから離れていることは，
はっきりしているように思います。

　この条項では，議員定数を定める
基本的な考えを規定しており，その
中で市民の意見は尊重されなけれ
ばなりませんが，何をもって市民の
意見とするかは難しい。
　そのようなことから，市民の意見の
取り扱いについては，定数を定める
絶対的な根拠とはし難いので，あく
までも参考意見として取り扱うことと
なります。

7

（第２４条）
　報酬についても，直接請求はほ
とんど却下されています。委員会
や議員が提出するというのではな
く，厳しくするチェックする第三者
機関を設置して，その機関からの
提出する形が望ましい。市民の血
税から支払われるのです，あくま
でも報酬であり，月収ではないの
で活動に準じて支払われることが
妥当であると思う。
　また，費用弁償ということで，委
員会に出たときに議員に支払われ
るが，私たち市民が委員会へ出席
していただくのは問題がないと思
いますが，議員は委員会活動で
報酬を受けているのであれば，二
重の受取になると思います。条例
があるとか聞きますが，現に受取
を止めている市町村の議員がいる
のですから，土浦市の議員も率先
して，条例か規約を改めるべき行
動を起こしていただきたいと思いま
す。

　市長の諮問機関である土浦市特
別職報酬等審議会が設置されてお
り，議員報酬を改正する際にはそ
の審議会に意見を求めた上で総合
的に判断することも考えられます。
　議員の場合，費用弁償は本会議
や付託された議案等を審議するた
めに常任委員会や特別委員会等
に出席した際に支給されるもので，
議論した結果，廃止すべきとの意
見もありましたが，平成２３年４月に
引き下げた経緯を踏まえて今回は
現状維持とする結論に至りましたの
でご理解願います。
　ご意見にある費用弁償は，審議
会等に出席した際に支払われる特
別職報酬のことと推察しますが，市
の特別職の報酬条例でその支給
金額等は定められています。
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　前文にあるように，議会の意思
決定機関としての役割の自覚，及
び自由闊達な討議と政策提言に
期待します。
　具体的には，第４章 市民と議会
との関係における「議会報告会」
と，第６章 議会機能の充実強化に
おける「政策討論会」の実現，及
び「議員研修」の充実に期待しま
す。
　「不断の改革を続ける」という土
浦市議会の決意を確かなものにし
てください。

　この議会基本条例（素案）は，「開
かれた議会」，「議会の活性化」，
「議会の機能強化」を改革の視点と
して策定したものです。
　ご意見をいただいたように，自由
討議や議会報告会等を確実に実
行し，改革の視点を実現すること
で，この条例の目的を達成するよう
推進して参ります。
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